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価値創造プロセス

企業理念 「やりたいこと」を「できる」に変える P. 3

全ての人が 

サクセスし、


「やりたいこと」を


「できる」に変える


社会へ

垂直統合型・自前主義のビジネスモデル P. 15

強み P. 14

事業環境変化への柔軟性

安定した収益基盤

バリューチェーンの最適化

サポート

販売

サービス運用

サービス開発・技術研究

データセンター

価値創造を支える基盤

ESG経営 P. 30〜42

環境配慮への 
取り組み
P. 32

人的資本経営の
実践
P.33～35

ステークホルダー
エンゲージメント
の持続的向上
P. 36〜37

ガバナンスの強化

P. 38〜41
情報セキュリティ
の維持・向上
P. 42

アウトプット（主な提供サービス）

P. 5

クラウドサービス

GPUクラウドサービス

物理基盤サービス

その他サービス

アウトカム P. 31

顧客／パートナー
カスタマーサクセス（CS）の実現

社員
エンプロイーサクセス（ES）の実現

株主・投資家
継続的な企業価値の向上

地域社会

脱炭素社会実現への貢献 ／  
地方創生

政府機関／業界団体
社会のデジタル化推進 ／  
社会課題の解決へ向けた連携

将来世代
DX人材の育成・創出

ESとCSの実現

社員の成功
働きやすさ、働きがいの獲得
優秀人材の獲得・定着
多様な人材の活躍
ウェルビーイング
社員の成長

顧客の成功
顧客の課題解決
新たなデジタルビジネスの創出
顧客企業の価値向上

社会課題 
外部環境 ES CS

新たな機会

さらなる挑戦

コアビジネスへの集中による成長戦略の実践と基盤強化 P.18～P.25

社会全体のデジタル
化の加速

デジタル赤字の拡大

国内のIT人材の不足

生成AI技術の急発展
と高度な計算資源の
需要急増

インプット P. 14 P. 31

人的資本
顧客への価値創出の源泉となる多様
な人材
連結従業員数　839名（2024年
3月末時点）

財務資本
48万の顧客基盤に支えられたストッ
ク収益による安定かつ継続的収益の
獲得と安定した財務基盤

知的・技術資本
一気通貫のビジネスモデルにより蓄
積された技術力・開発力やノウハウ

社会関係資本
48万の個人から法人まで幅広い顧
客基盤

自然資本
再生可能エネルギー100％で稼働す
る環境配慮型データセンター（石狩
DC）
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垂直統合型・自前主義のビジネスモデルにより積み上げてきた強み

さくらの強み 積み上げてきた資産 資本

事業環境変化への柔軟性

インターネット黎明期に創業し、 

時代に合ったサービスを提供しながら成長

レンタルサーバー事業、サーバービジネス、クラウドサービスへとサービスの軸足を変えながら、48万の顧客基盤を有するクラウド事業者と
して成長



トレンドに応じた技術的取り組みによりスキル・知見・ノウハウを蓄積（都市型データセンター運営からブロックチェーン、AI・ディープラー
ニング、IoT、エッジコンピューティング、衛星データプラットフォームまで幅広い技術的取り組みを実施）


柔軟性、即応性、拡張性に優れ、デジタル時代に対応した、サステナブルなデータセンターを自社で保有・運営（石狩データセンター：再生
可能エネルギー100％で稼働する環境配慮型データセンター）


知的・技術資本

社会関係資本

自然資本

安定した収益基盤
48万の顧客基盤と、 

月額課金モデルのストック型ビジネス

48万の顧客基盤と月額課金モデルのストック型ビジネスを軸に、継続的な収益を獲得。大口顧客と小口顧客のバランスの取れた売上構成で、
安定した収益基盤を維持

パートナーとの勉強会、顧客との交流会、自社人員によるサポート体制などを通じて顧客やパートナーとの持続的な関係を継続し、当社・
パートナー・顧客のエコシステムを構築


財務資本

社会関係資本

バリューチェーンの最適化

サービスの自社開発と一気通貫の体制により、 

バリューチェーンの最適化が可能

サービス開発から保守・運用、顧客サポートまで垂直統合型のビジネスモデルにより、顧客のニーズを吸い上げ、短期間で新サービスや新機
能を投入できるサービス開発力や、顧客ニーズに即応できる対応力を蓄積


サービスの自社開発によりコストコントロールが可能。また、為替や社会情勢などの影響が限定的


自社サービスをつくれる環境により、顧客志向をもちながら、テクノロジーを生み出し、活用できる優秀なエンジニアを獲得・育成


財務資本 


知的・技術資本 


人的資本
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ブロックチェーン

AI


ディープラーニング
IoT エッジ


コンピューティング

垂直統合型ビジネスモデル さくらインターネットは、データセンターを自社で所有し、サービスの開発や技術研究、運用、販売、サポートまで一貫して行う、垂直統合型・自前主義
のビジネスモデルを築いてきました。これにより、お客さまの「やりたいこと」を柔軟かつスピーディに実現することが可能となります。

サポート

販売

サービス運用

サービス開発・技術研究

データセンター
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さくらインターネット

カスタマーサポート公式キャラクター

まりな

垂直統合の強み 事業環境変化への柔軟性 安定した収益基盤 バリューチェーンの最適化
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デジタルインフラトップ企業へ デジタルインフラを提供することで、今後さらに加速していくデジタル前提の社会を支えます。

デジタル前提の社会に国の境界線はありません。日本を越えてさらに幅広いお客さまにとって不可欠な存在となるように貢献していきます。
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デジタル × 産業・社会

さくらインターネット

当社の顧客

一般企業、個人、学術・研究機関、政府・自治体

デジタルインフラの提供

loT
DX

AI・AX※1
スマートシティ

Society5.0※2

XR※3

（エーアイ/エーアイトランスフォーメーション）

（デジタルトランスフォーメーション） （クロスリアリティ）

※1　AX：AIトランスフォーメーションの略。企業や組織がAI（人工知能）を活用して業務や戦略を変革すること 
※2　Society 5.0：ソサエティ5.0は、日本政府が提唱する未来社会のコンセプト。サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会のこと 

※3　XR：クロスリアリティ の略称。現実世界と仮想世界の組み合わせにより新たな体験を生み出す技術全般を指す。AR (拡張現実)、VR (仮想現実)、MR (複合現実) といった技術の総称

データセンター／ 
ネットワーク

クラウド

インフラ


ストラクチャー
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